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研究成果概要

今期の観測は遠隔でのスイッチ操作機器に問題が生じたため，欠測となった。原因の特定は来季

上山が可能となってからになる。

他方， 南極昭和基地での宇宙線連続観測は順調に継続しており，他のミューオン観測所と合わ

せて観測データの公開も進んでいる。 観測データを使った研究成果も出始めているところであ

る。

本年度の予算は乗鞍上山の旅費として 21 千円を使用した。
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